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倉敷竹中幼稚園に残る記録、竹中みつ
Ⅰ　はじめに
倉敷は、江戸期には天領として栄え、明治大正期
は新進の工業と民芸運動の町として栄えてきた風光
明媚かつ豊かで文化的な風土を持つ。地元の名士大
原謙一郎は、「倉敷は、瀬戸内沿岸に位置する歴史
と伝説に彩られた地方都市です。妙に気位の高い、
ちょっとユニークな町です。江戸時代は天領でした
が、今も多くの市民が「天領の民」の意識を持って
います。」1）と記しているが、このような印象・雰囲
気は現在も倉敷の町に息づいているように思われ
る。古くから豊かな地域であり、過去の大戦におい
て空襲を受けなかったことが奇跡的だとも言われて
いる。キリスト教プロテスタントが布教されていた
せいとも貴重な西洋絵画のコレクションがあったせ
いとも言われ諸説あり、その決定的な理由は不明で
あるが、空襲を受けなかったことが幸いして、倉敷
最古の幼稚園である竹中幼稚園には、大正期から昭
和期までの保育資料や保育日誌、そして竹中みつの
日記までが焼失すること無く現在まで保存されてい
る。
竹中幼稚園初代園長の竹中みつ（1895-1988）は、
倉敷教会第二代竹中悦蔵牧師の妻であり杉田譲二伝
道師の妹である。1922年、「幼子をキリストに」を
建学の精神とし、倉敷教会併設の幼稚園（現在の学
校法人竹中学園竹中幼稚園）が開園されたときに園
長に就任した。以後、1988年に永眠するまで、キ
リスト教の愛の精神を基に、幼児教育に生涯を生き
た女性である2）。園に残されたみつの日記や保育日
誌は、大正期から昭和にわたる。これらの貴重な資
料をさかのぼって学ぶことにより、大正期の保育を
知ることのみならず、現在に通じる保育の原理も考
察することもできるのではないかと考える。また、
日本のキリスト教史、女性史にとっても示唆に富み
貴重な資料であると思われる。しかし、みつの控え
めな人柄もあり、これまで継続的には研究対象とさ
れてこなかった。
竹中幼稚園は、2022年に開園100周年を迎える。
これを好機として竹中幼稚園設立の経緯と竹中みつ
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の生涯を改めて辿り、その足取りに学びたいとの願
いを持ち、本稿をまとめる。
Ⅱ　竹中幼稚園とその設立の背景
倉敷駅のほど近くに、おとぎばなしに出てくるよ
うな石造りの倉敷教会がある。日本には珍しい石積
み、野面積みの外壁は特に印象的である。教会は
1906（明治15）年の設立で大正期を代表する文化
人の一人、西村伊作の作品である。1923（大正12）
年に献堂され、教会の文化・建築に詳しい八木谷は
倉敷教会について「実用と美との両方を兼ね備ふ可
きもの、人間の社会的容器を美化する仕事」の代表
作と記述している3）。また、「石積みの塔とスロー
プのある教会」と紹介されるこのユニークな教会
は、2009年に国の有形文化財に登録されている4）。
教会に併設した形で竹中幼稚園がある。竹中幼稚園
は1922（大正11）年に設立された岡山県倉敷市の
私立幼稚園である。若くして亡くなった倉敷教会牧
師の竹中・杉田両氏を記念する為に起こされた事業
であった。
倉敷教会は外観がユニークで美しいだけではな
い。内部は明るく開放的で落ち着いた雰囲気があ
り、かつ、子どもが礼拝の場を共有できるよう引き
戸やコーナーが設置され、細やかな配慮がなされて
いる。子どもを大切に扱ってきた教会の姿勢が環境
からもうかがわれる。
竹中幼稚園においては、建築が現存しているのみ
ならず、キリスト教保育の保育内容、保育も発展的
に継続している。現在竹中幼稚園で配布しているパ
ンフレットには「神を敬い、人を愛する」「あした
の種をまこう」「自分で考え、自分で遊べ」「遊びと
写真３　現在の倉敷教会と竹中幼稚園
写真５　子どもと保護者の礼拝室
写真４　教会内部の様子
写真６　子どもと保護者の礼拝室（乳児コーナー）
239
倉敷竹中幼稚園に残る記録、竹中みつ
学び」と竹中幼稚園の保育における４つのキーワー
ドが掲げられている。「神を敬い、人を愛する」の
項目には「みんなと一緒にちゃんとできること」を
優先するのではなくそれぞれの違い（個性）を認め
つつ「みんなで一緒に大きくなることを喜ぶ日々」
を目指している、と記されている。
竹中幼稚園の保育を参観すると、活動における子
どもを待つ時間の長さに驚かされる。早くできた子
どもは楽しくお話をしながら、ゆっくりとした子ど
もを待つ。ゆっくりとした子どもは焦らずじっくり
と自分のペースで取り組む。保育者と子どもの会話
においても子どもに考える時間を多く与え、応じる
ことをせかさない特徴がある。現在に息づく竹中幼
稚園のキリスト教保育の一例であろう。
Ⅲ　竹中幼稚園と竹中みつ5、6）
＜おいたち＞
竹中みつは、1895（明治28）年６月29日、前橋
教会牧師杉田潮と妻いその間に長女として生まれ
た。父である潮の大阪浪速教会転任に伴い、みつは
キリスト教主義のウイルミナ女学校（現在の大阪女
学院）に学ぶ。1913（大正２）年にウイルミナ女学
校を卒業後、その年に当時の浪速教会伝道師竹中悦
蔵と婚約式を挙げた。婚約式から1916（大正５）
年に結婚するまでの３年間は、悦蔵のハーバード大
学神学校留学のため、女学院卒業後の４月より
1916（大正５）年３月まで同志社女学校専門学部英
文科に入学し学んでいる。入学の際には、母のいそ
が付き添ったことが同志社女学校来校者名簿に記さ
れている。
＜倉敷教会とみつ＞
1916（大正５）年11月、米国留学より帰朝早々
の竹中悦蔵を第二代牧師として迎えたのが倉敷教会
である。婚約式を挙げていた悦蔵とみつは、1917
（大正６）年１月、浪速教会において当時の同志社
総長の媒酌、大阪教会牧師司式のもとに結婚式を挙
げ、倉敷教会へと移った。しかし、1918（大正７）
年８月、避暑中の夫悦蔵は、急性腎臓病発作のため
岡山の菅病院へ入院、医師やみつの看病もむなし
く、８月17日、わずか10日ほどの患いで急逝した。
教会は1918（大正７）年、みつの兄にあたる杉田
譲二を第３代目牧師として招聘するも、杉田牧師は
1919（大正８）年、かねてからの希望によりハート
フォード神学校に留学。この間、みつは高梁の順正
高等上学院に英語教師として勤務している。しか
し、翌年1920（大正９）年６月、兄譲二もまた急
性腎盂炎のため急逝。みつは、夫悦蔵と兄譲二の相
次ぐ急死について、その後も心境を語ることはほと
んどなかったという。杉田譲二牧師急逝により無牧
の試練にあった倉敷教会は、信徒らの熱い思いによ
り念願の会堂建築に踏み切る。みつは、兄の幼児に
対する宗教教育への深い関心、また、夫悦蔵の倉敷
教会での伝道の遺志を継いで、幼児教育に生涯を捧
げる決心をした。このことが竹中幼稚園の礎とな
る。
＜竹中幼稚園の誕生＞
みつは、ただちに奉職していた順正女学院を辞
し、未経験な幼児教育の勉強を始めるために上京、
26歳で玉成保母養成所＊1へ入学した。1922（大正
11）年３月に玉成保母養成所を卒業、同年９月１
日、新川の倉敷教会仮会堂（現在の美観地区亀遊
亭）において幼稚園を開園し園長となる。翌年
1923（大正12）年３月、新川仮会堂から旭町の倉
敷教会新会堂へ移った。このときに「竹中幼稚園」
と称するはずであったが、みつの強い要望で町名を
とって「旭幼稚園」とした。1924（大正13）年10
月「竹中幼稚園」と改称、さらに1934（昭和９）
年 に 財 団 法 人、1953（ 昭 和28） 年 に 宗 教 法 人、
1980（昭和55）年に学校法人となり、現在に至る。
写真７　竹中幼稚園笑顔キラっとフェスティバルアー
ト展（2019年11月15日）
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＜戦時中の竹中幼稚園と倉敷教会＞
第二次世界大戦末期の1945（昭和20）年、当時
の倉敷教会東方牧師に招集命令がくだった。男子が
徴兵・徴用で戦地に赴くなかでも、倉敷教会では毎
週の礼拝を欠かさず守った。それを守ったのは、み
つを中心とする少数の婦人や老人たちであった。そ
の頃、倉敷教会堂はすでに軍用に徴用され、軍人や
軍属が屯して園庭には防空壕が作られていた。
＜晩年＞
みつは永年の功労が讃えられ、1950（昭和25）
年に倉敷市民賞、1963（昭和38）年に岡山県知事
賞、1965（昭和40）年に文化大臣より藍綬褒章、
1967（昭和42）年には勲五等瑞宝章を受章してい
る。また、キリスト教保育連盟中国部会の初代部会
長としての任を担った。
1980（昭和55）年、学校法人として認可された
その年、みつは理事長に就任し名誉園長となる。代
わって園長に就任したのは、1932（昭和７）年以
降、共に竹中幼稚園の幼児教育を担ってきた神崎玉
枝であった。
みつは、1987（昭和62）年８月15日腰部の圧迫
骨折のため入院、その後約10ヶ月の闘病生活の後、
1988（昭和63）年５月１日に近親者に見守られな
がら幼児教育に捧げたその生涯を閉じた（享年93
歳）。
Ⅳ　今後に向けて
竹中幼稚園は、2022年に開園100年を迎える。
100年の長きにわたり倉敷の文化に根付き、倉敷の
人々に親しまれ人材の輩出をしてきた本園の幼稚園
設立の経緯と初代園長竹中みつの生涯を掘り起こ
し、整理、記述していくことで大正期の保育を知る
ことのみならず、現在に通じる保育の原理も考察す
ることもできるのではないかと考える。膨大な資料
写真８　竹中みつ（80歳頃）
表1　竹中みつ年表
年齢 年号 日付 出来事
1895 明治28 6.29 前橋教会杉田潮、いその長女として誕生
18歳 1913 大正2 4月 同志社女学校専門学部英文科入学
21歳 1916 大正5 3月 同志社女学校専門学部英文科卒業
22歳 1917 大正6 1.25 倉敷教会牧師竹中悦蔵と結婚し竹中光子となる
23歳 1918 大正7
8.17 竹中悦蔵牧師永眠
12月 兄杉田譲二牧師着任
25歳 1920 大正9 6月 杉田譲二牧師永眠
26歳 1921 大正10 4月 東京玉成保母養成所入学
27歳 1922 大正11
3月 東京玉成保母養成所卒業
9.1 新川倉敷教会仮会堂にて倉敷教会付属幼稚園開園、園長となる
28歳 1923 大正12 3月 旭町倉敷教会堂へ移転し旭幼稚園と称す
29歳 1924 大正13 10月 竹中幼稚園と改称
55歳 1950 昭和25 11.3 倉敷市より市民賞を受章
68歳 1963 昭和38 11.20 岡山県知事賞を受章
70歳 1965 昭和40 5.27 文化大臣より藍綬褒章を受章
72歳 1967 昭和42 11.15 勲五等瑞宝章を受章
85歳 1980 昭和55 3月 学校法人竹中学園理事長に就任、名誉園長となる
93歳 1988 昭和63 5.1 竹中みつ永眠
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の整理保存を進めながら、温故知新の一助となる調
査・研究に繋げていきたい。
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【注】
１．1916（大正５）年，ベラ・アルウインによって
設立された保母養成所。現在は，学校法人アル
ウイン学園玉成保育専門学校（東京都杉並区）。
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